
点数　各項目20点満点

1289 人体ガチャ 青空あかな 一般審査員A 16 17 18 17 16 84 私はこういうシュールな話が好きです。個人的な好みですが。審査員をやって
いても、こういった鋭い切り口の怪談を読むのはとても楽しくエキサイティン
グだ。しかし、こういったユーモアと新しさに満ちた話は、怖さがあんまりな
かったりする。ただ、このバランスをどうとるのかは難しくて、私が評価の文
章でいつも頭を悩ませている問題である。逆に言えば、このバランスが上手く
とれれば、私だけでなく、他の審査員からも高評価が貰えると思う。過去の点
数が高い怪談を色々見て、勉強してみるといいかもしれない。才能はあると思
うので、さらなる努力が加われば最強の短編怪談を生み出せるかもしれない。

1289 人体ガチャ 青空あかな 一般審査員B 11 9 9 8 10 47 好きな人のかもしれない歯が手に入ったことによって、もっと欲しいっていう
スイッチが入ってしまったという怖さと、どのようにしてガチャの中に入れて
るんだろうという不思議な怖さの二本立てで面白かったです。

1289 人体ガチャ 青空あかな 一般審査員C 16 18 18 16 18 86 まず、カプセルから人体の一部が出てくる表現が身の毛もよだつ。今回は歯
だったが次はどの部位なのだろうか…。最後に両替へ向かう主人公の異常性も
垣間見え、この後どうなるのか気になる。

1289 人体ガチャ 青空あかな 一般審査員D 17 16 17 17 18 85 この女子高生、怖すぎます。星新一のショートショートにありそうなブラック
ながらもポップな要素が大いにある話でした。キモカワな物が好きな人は多い
ので、実際にこういうガチャガチャはあると思いますがまさかこんなものだと
は思わない…ただ、1つ目にこれが出てきたら他に何が入っているのか、誰の
何があるのかが気になってしまうかもしれません。

1289 人体ガチャ 青空あかな 一般審査員E 18 18 18 19 18 91 本物の人のかけらが入っているなんて、触りたくないけれど好きな人のものな
ら集めたいかもね。中身と名前が一致しているのならいいけれど、全くの別人
のものだったりしたら、それとも奥歯ばっかりだったら、全財産パーだね。事
故や事件の可能性より彼女の一万円が気になる。それっぽいガチャは見かける
がおもちゃだし、本物ガチャと出会えるなんて面白い。こういう路地裏で見つ
けたものって2回目もそこにあるとは限らないような気がする。それにして
も、こんなにレアな商品なのに百円だなんて安すぎないですかね。山本涼君の
価値が百円ということかな。頑張ってコンプリートしていただきたいです。

1289 人体ガチャ 青空あかな 一般審査員F 18 17 19 16 17 87 これはかなり気持ち悪い。ブラックショートですね。そもそもの人体ガチャと
いうのも悪趣味だけれど、特定の人物の部分がガチャに入っているというのも
想像を越えた気味の悪さだ。でも、一番怖いのは、一旦は気持ち悪いと捨てよ
うとしたものを、それが好きな男の子の体の一部だと確信して手に入れた気に
なって、全額を投資してガチャを回そうとする〝私〟でしょうか。普段話も出
来ない憧れの相手の名前が書いてあったからって、その発想はヤバい。

1289 人体ガチャ 青空あかな 一般審査員G 10 15 15 14 15 69 余韻の残りがいいお話でした。この女の子は純粋な愛情があったのでしょう
が、衝撃的な体験により少し狂ってしまったようですね。フェチズムの一種と
考えると目覚めてしまったという感じでしょうか。女の子と彼の書かれていな
い日常を想像させる箇所も、このお話により深さを与えてくれています。そし
て、このガチャを回して出てくのは果たして本当に想い人なのかという、ガ
チャの闇みたいなものも考えるとゾクゾクしますね。ガチャには当たりはずれ
がつきものですから、はずれた時にはどうなってしまうのか？余白があること
でより楽しめると思いました。

1289 人体ガチャ 青空あかな 一般審査員H 18 18 17 15 17 85 ぞ〜っとしました。怪異と人怖のハイブリッド。怖さ、路地裏でという出だし
から嫌〜な予感。で、人体ガチャ。いや！まさかのリアル人体が入ってるん
かーい！歯の描写も細かく気持ち悪い。トドメに主人公の行動。怖さMAXでご
ざいます。鋭さ、一文一文が無駄なく丁寧に恐怖を描いており、かつ主人公が
怪異に出くわす側から、自らが狂気に走る存在へと変容する様に、強く鋭さを
感じました。新しさ、「リアル人体ガチャ」という強烈にパンチの効いた存在
を出てきた点、この人体ガチャを集め続ければいずれは想い人が手に入るので
は、、という妄念。人に対する執着は怪談話では新しくはありませんが、設定
の妙ですね。虚を突かれました。ユーモアさ、怪異として「人体ガチャ」とい
う奇天烈なものを持ってきた点、主人公としては至って真剣なんでしょうが、
側から見れば好きな人の人体のパーツを集めようなんてクレイジーです。でも
その人怖さが面白かったです。意外さ、ここもやはり一切正体がわからないガ
チャで怖さを表現している点、主人公が最初ビックリしつつも次の瞬間に
は、、と言う所、で、主人公の末路は.....？で終わらせている点です。

1289 人体ガチャ 青空あかな 一般審査員I 13 12 12 11 14 62 気持ちの悪いガチャ。この子は好きな人の体の一部を集めようとしているのだ
が、この体の一部は本物なのだろうか？本物だとしたら彼の体はどうなってい
るのか？作り物だとしたらどうやって特徴をとらえて作ってるのか？今は歯だ
けなので、本人のものか、本人の物に似せて作っているかは不明ですが。なん
のためのガチャなのか。

1289 人体ガチャ 青空あかな 一般審査員J 18 16 18 17 17 86 人体ガチャという聞いたことがない話だった。
人体ガチャで出てくるものは、本物なのかが非常に気にならせつつ、主人公が
不思議な世界の沼に入り込んでしまう情景がわかりやすくて、とても良かった

合計 155 156 161 150 160 782
No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

優しいのは冷凍便 あおやまままさし 一般審査員A 17 17 16 16 15 81 毎回一つは絶対ある胸糞怪談。とはいえ、哲学者の私は少し考え込んでしまっ
た。学歴というものについて。詳しい話は差し障りがあるから省くが、本当に
こういう家族っているし、そういうやつらに絡まれたら、所謂「無敵の人」が
どういう狂気を発動するかわからない。本当にこんな事件あってもおかしくな
い。いつも言っている「本当に怖いのは人間」というやつである。現実に思い
を馳せて怖くなるのは、この話の興味深い点である。この社会性は、評価に値
する。この話は怪談ではないが、深く考えさせられる話である。他にもいろい
ろ考え、興味深く読んだ。

優しいのは冷凍便 あおやまままさし 一般審査員B 10 7 8 7 8 40 双子をバラしてごちゃ混ぜにして、母親に送りつけたってことですよね。だと
したらただの自己満足なだけで、相手には何も伝わらただのバラバラ死体を送
られただけだとおもので、やるならちゃんと相手に伝わるようにやらなきゃ、
怖さが生まれないと思います。

優しいのは冷凍便 あおやまままさし 一般審査員C 19 19 18 12 18 86 主人公の双子とその母親へのフラストレーションの高まりが表現され、その後
で母親へ送られる簡単なパズル。タイトルから察するにバラバラにされた後に
冷凍された双子なのだと分からされる。

優しいのは冷凍便 あおやまままさし 一般審査員D 17 16 15 16 15 79 初めから終わりまで、鬱々とした暗い雰囲気が漂っていて「こういう人は最終
的にとんでもないことをやらかす」と予測しながら読んでしまいました。どこ
にでもいる普通の教師がここまで追い詰められてしまったのか、実は素養が
あったのか想像する余地があり繰り返し読んで楽しめる内容だと思います。

優しいのは冷凍便 あおやまままさし 一般審査員E 16 17 18 18 17 86 問題児が本当に問題になった、パズルの。憎らしい生徒の母親に贈り物をして
能力を確かめたいと思たのか。二卵性は簡単で一卵性は難問という感じだと簡
単なパズルということだから、きっと優秀な母親は組み立ててしまうだろうな
と思う。そして、絶体に確認をしてほしいですね、クリアできているのか厳し
い先生として。そのときは2問目のパズルも持っていってくださいな。いい感
じでPTAの連携が取れているなんて錯覚をしそう。『僕』が一番圧力をかけら
れたママには、いつパズルを持っていくのでしょう。持っていく人がパズルに
なったら業者に着払い、クール便で引き取りに来てもらうのかなんて妄想して
しまう。

優しいのは冷凍便 あおやまままさし 一般審査員F 17 15 16 16 17 81 話がわると怖い話、的な感じでしょうか。直接的な表現はされてはいません
が、双子の担任である〝僕〟は、双子の母親へのパズルのプレゼント、と称し
て、双子を殺害してバラバラにして、それを冷凍便で送り付けたのだ、と理解
しましたが、そうですよね？母親に対するコンプレックスのようなものも感じ
ていたのでしょうか。モンスターペアレントな母親だとしても、圧力をかけて
双子のクラスを一緒にするよう口出し出来るなんて、どんな人物なんでしょう
か。

優しいのは冷凍便 あおやまままさし 一般審査員G 15 15 10 15 10 65 人の限界を超えてしまったヒトコワはお話でした。最後の一行がポンとオチて
いて読後感はすっきり、でも子供が犠牲にと考えると嫌な気持ちが残ります。
昨今の学級崩壊問題にも触れらているので、社会派な部分もいいですね。パズ
ルにされてしまった双子、意図的ではないにしてもそうなるように仕向けてし
まった母親はどう感じているのか、本当の意味で反省できるのか…色々と考え
させられました。タイトルがまたこの結末にいい味を出してますね。タイトル
を見て、文章を読んでからまたタイトルを見て納得する、この感じがとても面
白かったです。

優しいのは冷凍便 あおやまままさし 一般審査員H 19 18 18 16 17 88 うへぇ。そこまでする！？っというお話し。怖さ、担任を馬鹿にし続け、学歴
を馬鹿にして、終いには担任の母親まで侮辱する始末。この間、主人公の憤り
や屈辱の感情は一切表現されず、最後に双子の母親へ「贈り物」をすること
で、、ゾワッとします。怪奇で無く人怖ですが、主人公の行動の振り幅が極端で
強い狂気を感じました。鋭さ、最低限の表現でありながら主人公の内側の臨界
点が徐々に迫って来ているであろう緊張感が良いですね。新しさ、まずタイト
ルが伏線になっている点。明確な恐怖やエグい表現は無いのに、結末でしっか
り回収している所。また、読み手に意図が伝わりやすい点です。情報量をギリ
ギリまで少なくすると、読者が置いてけぼりになることもよくありますが、そ
こを上手く回避していると思いました。ユーモアさ、幼子相手に酷な言い方か
も知れませんし、そもそもは双子の母親が悪いんですが、人にした事は必ず己
に却って来る、良い教訓ですね。流石に、却りが大きすぎる気はしますが。ま
た、主人公が抱えていた苦い記憶。そこを刺激され続けた為に取った行動。狂
気。でも一片の迷いも悔恨も無い。そこが却って人間味を感じました。誰でも
そうなる可能性があると。意外さ、書いてある事だけ見れば小生意気な幼稚園
児が担任の先生に無礼な態度を取り続け、担任はじっと耐えて受け流してい
る、という展開ですから、ここからどう怪異に持っていくのか？と思いました
が、「だから僕は彼らの母親に贈り物をした。」から終わりまでのインパクト
の強さ。あぁ！それであのタイトルなのか！という衝撃。こういう型での恐怖
は味わったことが無いのでとても意外でした。

優しいのは冷凍便 あおやまままさし 一般審査員I 14 12 12 13 11 62 タイトルの冷凍便。なんだ？？って思いながら読んでいたらラストでおぉそう
いうことか！ってなりました。同じようなパーツ。。。双子をバラバラにして冷
凍便で母親に送ったと思ったのだが、別の読みもあるのかっ？双子バラバラな
ら母親が組み立てることはないだろうけど。。。

優しいのは冷凍便 あおやまままさし 一般審査員J 16 15 18 18 15 82 どこかで聞くような話で、先生が辛い立場にあるようなことと思い、その中で
もブラックユーモアを効かせたリベンジだったんだと思った。

合計 160 151 149 147 143 750
No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1292 カメラは見ていた 落合ちゃん 一般審査員A 15 14 15 17 16 77 怪談かと言われると微妙で、そんなに怖くもない。ただ、まあまあ面白い話だ
し、狙ったウケもある程度とれている。ラブホテルという設定は活かされてい
るのだが、ウケ狙いに偏りすぎていて、もう少し怪談に寄せてほしかったと思
う。「ラブホテル」なんて「事故物件」と同じくらい扱いやすい素材だと思う
し、発想次第では怖さと面白さの両立もしやすいと思う。今回の事件でこのラ
ブホテルはいわくつきに「なった」のだが、いわくつきになった後のラブホテ
ルを書くのが怪談ではないだろうか。続編を期待します。やっぱ怪談じゃねー
よ、コレ。

1292 カメラは見ていた 落合ちゃん 一般審査員B 9 8 10 8 9 44 ラブホの部屋を盗撮していたとして警察にバレるもんですかね。自分で言わな
い限り気づかないような気がします。死をだはずの人から電話があって、後か
ら気づく話はたくさん聞いたことがあるので新鮮さはなかったです。

1292 カメラは見ていた 落合ちゃん 一般審査員C 18 18 14 14 16 80 ロビーの受付から電話を受けたのは、カップルのどちらかの霊なのか、もしく
はカップルを自殺に追い込んだ原因となるそれ以外の「何か」なのか。

1292 カメラは見ていた 落合ちゃん 一般審査員D 16 15 17 18 18 84 怖さ自体はあまり感じませんでしが、何故いつまでも時間を延長し続けたのか
不思議でした。ただ、この男女がどんな関係だったのか、そういう方法をとっ
てしまったのか分かりませんが、少しでも長い時間一緒にいたかったのかもと
思うと少し切ないです。投稿者は自業自得。犯罪はダメです。

1292 カメラは見ていた 落合ちゃん 一般審査員E 17 17 16 18 16 84 宿泊料が払えなくて首を吊っちゃたわけではないだろうけれど、お支払いはし
てもらえたのでしょうか。それにしても自死の場合、身なりを整えて実行する
ものだと思っていましたが、律儀に電話に出てくれていた人達なのに、そのま
まの格好とは意外でした。この男女は数時間前に亡くなっていたらしいが、何
度も電話が鳴って応対をしてくれていたんですから、おちおち死んでもいられ
なかったでしょうね。なんかいろいろ、お疲れ様でしたね。そして『僕』はこ
の男女のおかげで盗撮はいけないことだと気づかされて良かったです。いろい
ろ変で妙に面白かった。

1292 カメラは見ていた 落合ちゃん 一般審査員F 16 15 16 15 17 79 ラブホテルはよく霊が出るとは聞きますが、死後数時間は経っているのに電話
には一応出る、というのは律儀というか何というか。まあ、電話というのはカ
ラオケ店等の怪談でもよく聞くのでそれについては意外性はそれ程感じはしな
いのですが。意外、といえば、遺体を発見したのに逮捕されてしまった主さ
ん。いやいや、それは盗撮なんだから逮捕されるでしょう、って言われるかも
しれませんが、直接部屋へ出向いて発見していれば逮捕される事もなかったの
にね。盗撮カメラを仕込んでいた事に違和感を感じずにサラッと読み流してい
た自分が一番怖いのかもしれません。

1292 カメラは見ていた 落合ちゃん 一般審査員G 13 13 11 12 13 62 後味になんとなくざらつきの残るお話でした。読後に気持ちの悪いものが残っ
ているような感じです。文体がいい意味であっさりしているので余計にその情
景が思い浮かばれるというのもよかったです。その男女は本当に自らその選択
肢を取ったのかと疑ってみるとまた怖いですね。その部屋にいる何かにそう選
択させられて、部屋の何かがずっと延長を指示していたとしたら…。最後のオ
チがあるから、内容は気持ち悪いんだけどそれだけではないという面白さがあ
ります。

1292 カメラは見ていた 落合ちゃん 一般審査員H 12 10 11 13 15 61 かなり単調な物語でした。圧倒的に怖さが弱い。電話ごしに会話していたお客
が実は数時間前に死んでいた。つまり、死者とのやり取りという事ですが客と
のやり取りの中で異様さを主人公が感じ取るであるとか、モニター越しに首吊
りを発見した時の驚愕具合であるとか、何か緊迫したものが無いと怖さが出ま
せん。鋭さ、起こった出来事をあっさりと表現し、話が進む為鋭さは感じ取れ
ませんでした。山場での盛り上がりが欲しい所です。新しさ、ホテルの一室。
奇妙な客。実はとっくに死んでいた。新しさという点ではほとんど無かったか
な、と感じました。モニター越しに首を吊った遺体を見るという表現では多少
感じましたが。ユーモアさ、ここは最後の主人公が盗撮で捕まるというオチで
す。まぁ、そもそも不遜な動機でカメラ仕込んでるわけですが、怪異の正体が
分かると同時に、自分で掘った落とし穴に嵌るなんて、、随分間が抜けてます
ね。意外さ、電話ごしに会話していた相手。まぁ、普通生きてると思いますよ
ね。で、実際には死んでいた。ここが肝なんでしょうが、ありがちな話なので
ここでの意外性は正直ありません。ただ、監視モニターで遺体を発見(それも首
吊り)し、オチが主人公の逮捕で締め括るという点での意外さはありました。

1292 カメラは見ていた 落合ちゃん 一般審査員I 11 12 11 14 12 60 最後の一文はクスッとしたのですが、何時間も前に部屋では二人とも亡くなっ
ていたのですが、電話対応していたのは誰なんでしょう？？そこでゾクッとす
るはずが、監視のために部屋にカメラがついてるのかと思いきや（笑）そうで
すよねラブホにカメラなんてね

1292 カメラは見ていた 落合ちゃん 一般審査員J 18 16 16 15 15 80 電話していたのは、誰だったのか？心霊なのか？それともヒトコワなのかが非
常に気になる話だった。
最後の逮捕された理由がブラックユーモアとなっていたのも良かった。

合計 145 138 137 144 147 711
No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1321 緊急クエスト「龍退
治」

takamiya 一般審査員A 14 16 16 16 15 77 おもしろいはなしだねー（棒読み）。でもなにか大事なことを忘れていません
か？　え？　わからない？　ヒントはぁ「こ」。「こ」？　そうそう。「こ」。
え？　怖さ！　怖さだろ！　ほんと、これじゃあただの面白い話だよ！　ここ
は怪談のコンテストだよ！　あんたが語ってんのは元海上自衛官が海辺の居酒
屋で夏に語ったら多少盛り上がる程度の―なんかそんなやつだよ！　なにか伝
えたいとか、この話面白いとか、そういう視点がないんだよ！　とりとめなさ
すぎるよ！　怖い話！　怖い話が読みたい！　とりあえず、龍退治お疲れさま
でした！　お疲れ様でしたぁ！

1321 緊急クエスト「龍退
治」

takamiya 一般審査員B 6 8 8 6 7 35 自衛隊であった体罰の話にも聞こえる話なんですが取り憑かれやすいからって
いっても、流石に龍は取り憑かないでしょうし、殴られもしないと思います。
もしかしてユーモア作品だったんですか。気づきませんでした、すいません。

1321 緊急クエスト「龍退
治」

takamiya 一般審査員C 8 10 10 16 12 56 怖さはあまり感じませんでしたが、憑依体質×何か悪いものに憑かれるという
展開は好きなタイプの話です。この方向で次はもう少し怖さを表現してくれる
ともっと得点をつけやすいです。

1321 緊急クエスト「龍退
治」

takamiya 一般審査員D 15 19 18 19 19 90 圧倒的なユーモアとキレの良さが抜群に良かったです。霊感のある先輩が何か
をするのかと思いきや、まさかのその場にいた別の方の物理攻撃が効果的とは
全く想像できませんでした(笑)不意打ちは龍神にも効果的なのかもしれません
ね…！

1321 緊急クエスト「龍退
治」

takamiya 一般審査員E 16 17 19 20 18 90 日本の自衛隊は世界最強！伝説、顔がニヤけてしまう作品。実際、霊感が強い
と自衛隊の隊員としてはキツイものがあると思う。演習中に憑依されて仲間を
攻撃して、パーティー全滅とかありえそうで怖い。全滅はないか、K先輩が我
に返って棺を引きずればいいんだ。シェンロン？に憑依されたらしいK先輩を
霹靂一閃ならぬラリアット一閃で、ぶっ飛ばすとは、力技の勝利。ということ
は、最強は、小隊長ですね。酒を飲んでいたけれど酔拳ではなかったんだ。い
ろいろな技を持った人の集団だから頼りになる、なんだか自衛隊って面白いと
ころのような気がしてきた。心残りはラリアットの前に願いを言わなかったこ
と、小隊長、残念。

1321 緊急クエスト「龍退
治」

takamiya 一般審査員F 16 15 17 18 16 82 実話という事ですが、いやいや、K先輩に取り憑いたのは龍の神様だったんで
すよね？神様にラリアット喰らわしてもいいもんなんでしょうか？バチが当た
りそう。その後何もなかったのならまあ、大丈夫だったのでしょうけど…。怖
さよりも、ユーモアさが強いお話ですね。K先輩、憑依体質で、度々取り憑か
れて暴れることがあったようですが、自衛官でそれは結構困るんじゃないで
しょうか？危険な気が…。それにしても、小隊長、強すぎる！！

1321 緊急クエスト「龍退
治」

takamiya 一般審査員G 5 5 15 20 15 60 まさに今このタイトルのようなゲームを日々やっておりますので、コミカルな
文体も相まって笑ってしまいました。実話ならではの空気感が小気味よくて、
楽しいお話でした。龍神様だとしたら吹っ飛ばした小隊長さんはその後無事に
済んだのかちょっと気になってしまいますが、屈強な自衛隊員ならばきっと大
丈夫なのでしょう笑　K先輩もただ憑依されてしまっただけなのに、小隊長の
ラリアットで吹き飛ばされてしまうのはなんとも不運というか…。怖さは控え
めですが、実体験ならではの感じがあってよかったです。

1321 緊急クエスト「龍退
治」

takamiya 一般審査員H 16 16 15 16 15 78 面白さ、滑稽さ、怖さ、色々詰まってますね。異色作だと思います。怖さ、霊
感がとても強いというK先輩。同時に憑依体質でもあるという厄介な体質。あ
る日もまた取り憑かれ叫び出し、、そして〆の一文へ。ここが1番怖かったで
す。いや、問題そこ？先輩死んでるのに！ここの人達感覚ズレてる....。鋭さ、
主人公目線でのドライに語られる出来事、K先輩の体質、テント泊での出来
事。呆気ない幕引き。クールですね。いや、ある種冷酷ですらあります。新し
さ、憑依された先輩がその事で惨い目に合う、もしくはそれを仲間で助ける話
かと思いきや、結果殴り殺すという、、え？そんなんアリ？という驚愕展開でし
た。ユーモアさ、強い霊感を持ちつつ、取り憑かれやすくもあるという、ソレ
意味無くね？という先輩のキャラクターと、「私は龍の神！」と叫ぶシーン(い
や、何でじゃ)主人公の「自衛隊は龍も退治できる....？」の台詞ですかね。滑稽
です。笑えます。意外さ、怪奇より人怖の方が遥かに上まっている点でしょう
か。確かに龍(真偽は不明)は退治されたのかも知れませんが、何せ事実として
起こった事は=小隊長が先輩を殴り殺した、ですからね。かなり意外な顛末で
した。

1321 緊急クエスト「龍退
治」

takamiya 一般審査員I 11 11 10 12 11 55 霊感というより寝ぼけていただけでは。。。おもしろ寝言みたいな。？？どのみ
ち見事に退治はされたのですが。自衛隊強いな（笑）自衛隊同士でもちょっと
は手加減したほうが（笑）

1321 緊急クエスト「龍退
治」

takamiya 一般審査員J 13 15 18 18 18 82 ユーモアが効いた非常に面白い話だった。本当は、怖い話だったはずにもかか
わらず眠りの阻害というのは、本当に強いんだと思い知らされた

合計 120 132 146 161 146 705
No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1339 X＝Y＋１０＋１０×３ あおやまままさし 一般審査員A 16 16 15 15 15 77 出だしのリズムがとてもよい。ただ、話が進むにつれて、このコンテストでよ
く見るありきたりの怪談となり、ラストもそこまですごいとは思えない。想像
力の翼のはためかせ方次第では、最初のスピード感を維持したまま、最後まで
駆け抜けることもできたかもしれない。話ももう少し作りこめた気がしなくも
ない。ライオンが脱走したら職員じゃなく警察とかの管轄なのではないだろう
か。あと、園長の発言は割と深くて、最近だと熊の射殺とかに反対する人
も・・・・・・これ以上は発言しない方がいいかもしれない。しかし、「生命
倫理の問題に踏み込んでいる」とまでは言えず（大げさ）、なんか中途半端
だった。

X＝Y＋１０＋１０×３ あおやまままさし 一般審査員B 7 7 9 10 6 39 ちょっとわかりづらかったんですがハムスターが３０匹になって帰ってきて、
そのかわり人がライオンに20人、殺されたということでしょうかね。怖い話で
はないような気がしました。

X＝Y＋１０＋１０×３ あおやまままさし 一般審査員C 14 14 16 12 16 72 20人がライオンに食べられてしまったということでしょうか？恐ろしい。。。
ちょっと考えさせらるところがポイントなのでしょうが、私には表現が難しす
ぎました。

X＝Y＋１０＋１０×３ あおやまままさし 一般審査員D 12 18 17 19 18 84 所謂『意味がわかると怖い話』というジャンルに当てはまるものかと。算数が
苦手なので読み終えてから一瞬意味がわかりませんでしたが、タイトルを見て
理解しました。難しすぎずちゃんとヒントがあり面白かったです。ただ、ユー
モアや今まであまりなかった尖り方をしている分怖さはあまり感じませんでし
た。

X＝Y＋１０＋１０×３ あおやまままさし 一般審査員E 18 16 18 18 16 86 園長が、この町の生き物の数をすべて把握しているなんて怖い。脱走したハム
スターを見つけるために奔走している職員が目に浮かぶ、絶対大変だ。園長の
描写の中で「人間だけが生き物じゃないんですよ」と言っているが、ここは言
わなくても良かったのではないかな。「そんなに騒がなくても良いんじゃない
んでしょうか、」と『動物園は閉鎖に追い込まれた。』というくだりで人間に危
害が加えられたことがくみ取れる。読み手が想像する部分も残しておいてみて
も流れはわかると思う。ハムスターの出産までは短くても15日前後、全頭捕ま
えるのに半月位かかったのかなと想像してみた。

X＝Y＋１０＋１０×３ あおやまままさし 一般審査員F 17 15 16 17 17 82 これもブラックユーモアが強い作品。動物園から逃げ出したライオンとハムス
ターは無傷で戻って来たかもしれないけれど、少なくとも、その町の人間の数
が減っている、という事ですよね？ハムスターの数が増えた分は人間の数が
減っている。ライオンに殺されてしまったのでしょうか。まあ、確かに人間だ
けが生き物じゃないのは事実だけれど、だからって園長さん、にこやかに会見
しちゃいけませんわな。そりゃ、園も閉鎖されるでしょう。

X＝Y＋１０＋１０×３ あおやまままさし 一般審査員G 10 10 10 15 12 57 少し考えると怖い話というやつですね。察しが悪いもので、これはハムスター
の増えた分、人間を減らしたということでしょうか？正解が気になります！こ
れ系のお話はいつもピンとこないまま答えを見て理解することが多いので、も
う少し名言して頂けると助かります。私自身のスキル不足で申し訳ない！泣　
例えば、最後を「閉園」で終わらず、もう一文ほど足してもらえると具体的す
ぎず、でもほぼ答えが出ているような感じにできるかなと思いました。

X＝Y＋１０＋１０×３ あおやまままさし 一般審査員H 17 17 16 12 15 77 ちょっと受けての読解力が問われる作品です。好みがハッキリ分かれそう。怖
さ、そもそもライオンが10頭も脱走してる時点で怖いですが、何でハムスター
も？と思ってたらまさかの展開。3倍になった、、？どういう事？からの園長の
セリフ。いや、戦慄。鋭さ、非常に醒めた目線で語られてゆく点ですかね。ど
うぞ、ご自分で感じ取って下さい。お任せします。と言われている気分。新し
さ、園長の言葉で初めて何が起きたのかが分かる(恐らくは、ですが)、しかも
ライオンという如何にもという脅威では無く、実はハムスターが、、というオ
チ。怪奇よりはホラー寄りですが。結果、ハムスターが3倍になって帰ってき
た理由と園長のセリフ「結果的に、この町の生き物の数は変わっていないんで
すよね？」とにこやかに言い放つ。最後に特大のボム投げ込んできて、こちら
は絶句でした。ユーモアさ、動物が逃げた後の町で起こった出来事を想像する
と、ユーモアさという点では少し弱いですね。救いが無いままの幕引きで。た
だ、園長の存在。事象の捉え方。考え方。私から見ればトチ狂ってるとしか思
えませんが、本人にとっては到って普通の事なんでしょう。「常識」「当たり
前」人によりけりですが、極端にかけ離れると笑いにも繋がります。意外さ、
ハムスターのアイテムとしての使い方、どうして数が増えて帰って来たのか？
が園長の衝撃の一言で一気に回収される。「人間だけが生き物じゃないんです
よ。」の言葉で分かる事実。謎かけと回収が上手いですね。

X＝Y＋１０＋１０×３ あおやまままさし 一般審査員I 12 10 11 10 10 53 人間ライオンにだいぶ消されてますね。ネズミが増えた分。。。ライオンは動物
が閉演されたあとどうなったのでしょう。人を襲うようなライオンは殺処分さ
れたのでしょうか。動物園の杜撰さで動物が可哀そうな結果になってしまっ
た。怖くもあり、悲しいお話でもありました。

X＝Y＋１０＋１０×３ あおやまままさし 一般審査員J 15 14 15 15 12 71 脱走したライオンも怖いが、記者会見での園長の発言がブラックユーモアによ
る炎上となってしまう話で怖い。

合計 138 137 143 143 137 698
No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

流れ込む 落合ちゃん 一般審査員A 15 14 14 15 15 73 「電車」・・・・・・これまた怪談にピッタリの要素ではないか。私はいつも
通り厳しく指摘しますよ。なぜこんなに素晴らしい要素を入れておきながらそ
れを活かそうとしないのか。「電車」といえば「ひつか駅」とか「きさらぎ
駅」みたいな「異世界につながってる系都市伝説」でしょーが！　せっかく
眠ったのに、、、せっかく眠ったのにぃ！　どこにも！　たどり着かんのかい！
　チープでありそうな話に！　落ち着くんかい！　そういう話が書ければ、た
とえ短編でも旅行した後みたいな満足感を生めるんだよ！　ネットの掲示板以
下。センスなし。以上！

流れ込む 落合ちゃん 一般審査員B 9 10 8 8 9 44 タイムリーにいま死のうとしている人の追体験をしてしまった話なんだと思う
んですが霊になった後ならわかるんですが、まだ亡くなってない状態なのにそ
れが起こるのは、その人の特殊能力だったんですかね。だとしたら嫌な力です
ね。

流れ込む 落合ちゃん 一般審査員C 18 18 18 12 18 84 電車で居眠りしている内に、ホームで心臓発作を起こしてしまった方と繋がっ
てしまったのでしょうか…。夢だったと安心したあとに、車内放送を聞いて、
実際に現実で起こったことなのだと察する表現にヒヤッとさせられました。

流れ込む 落合ちゃん 一般審査員D 20 15 18 17 18 88 とても厭な夢ですね…後味が悪い。読み終わってからタイトルに戻るとそうい
うことか、と納得しました。飛び込んでしまった方の心情は分かりませんが、
もしかしたらこの方が夢で見たようなことが起きてきたのかもと思うとぞっと
します。現実問題、怪異とは関係なく精神的に弱っている方の中にはこういう
形で唐突に命を落とす方もいると聞くので怖いだけでなく悲しくなりました。
どちらの意味でも「怖い」と感じたので高めに得点をつけさせていただきまし
た。

流れ込む 落合ちゃん 一般審査員E 18 16 16 16 16 82 眠ってしまったり目が覚めたり、これは何かを閉じたり開いたりしていること
がある気がした。人身事故を起こした者の記憶を見せられている場合や、これ
から自身に起こることを見せられている場合。もしかしたら、すでに起きてし
まったことに後悔をしてなんとか回避させようと、もがいて繰り返している様
子だったりして。意識はどこへ流れ込んでいくのか、流れ込んでくるのか。
様々なパターンを呼び起こさせてくれる内容だった。心地よさに眠りについ
て、うっかり死んでしまわないよう気をつけることにしようと思ってしまっ
た。眠りって落ちていくものだと改めて気づかされた。

流れ込む 落合ちゃん 一般審査員F 16 15 15 14 15 75 怖いというよりは、不思議さの残るお話。夢で見たのは、自分自身が急に苦し
くなり、パニックになって電車に飛び込む姿だった。でも、それは夢で、現実
の自分は電車に乗っている。たまたま同じように最寄駅で飛び込んだ人がい
て、タイミングが合ってそんな夢を見てしまったのだろうか。夢であっても自
殺する夢なんて見たくはないな。電車に飛び込んで亡くなる方の中には、自分
の意思とは関係なく、まるで操られるように飛び込まされる事もあるようだと
聞く。夢の中でもそんな形で自分の死を体験するのは怖いですね。

流れ込む 落合ちゃん 一般審査員G 8 8 13 10 10 49 夢と現実がリンクする体験談のようなお話ですね。電車で眠ることも、人身事
故もよくあることですが、このように重なってしまうのは嫌ですね。飛び込ん
だのは自分ではなく、そうなる人の頭に入り込んだだけなのか、予知夢の一種
なのか。怖い！というよりは不思議なお話だなと感じました。例えば、電車に
ひかれてしまうその瞬間の描写をしていただくとより恐怖感が増すような気が
します（運転手と目が合ったや、電車のライトで目の前が真っ白になった、な
ど）

流れ込む 落合ちゃん 一般審査員H 15 16 17 13 15 76 どういう風に着地させるんだろう？と読み進めましたが、おぉ、そう来た
か〜。と驚きがありました。怖さ、いつもの平和な日常から突如迫り来る脅
威。まさかの、自ら電車へ飛び込み、そしてその瞬間目覚めてからのまさかの
ラスト。予知夢？いやタイトルからして実際に飛び込んだ人の思考が流れこん
だ？怖かったです。鋭さ、短い文章の中でのストーリー展開。テンポが良かっ
たです。主人公がふいに目を覚まして悶え苦しんだ後に飛び込むまでの流れ、
追い込まれ方に容赦が無く鋭さが際立ってました。新しさ、電車で起こる怪
異。敢えてここを選んでいる辺りが凄いなと。大体ありきたりになりがちです
が、設定や、構成力の妙なんですかね。最初に夢から覚めて電車に飛び込むま
でも、夢か現実か分からないまま、たたみかける様に、主人公がハッと目覚め
るという一文で夢オチかな？と思わせてからのラスト。ん？あ！そういう
事....？となりました。ユーモアさ、主人公の身に降りかかる災難と、まさかの
原因です。怖いわ、死ぬ思いするわ、結局誰かがとびこんじゃったわ、で散々
ですが読み手としては怖くもあり、面白くもありでした。意外さ、主人公が繰
り返し悪夢を見る、もしくは駅にいる何か良くないモノに引っ張られると言っ
たあるあるな展開は持ち込まず(まぁ、酷い目にはあいましたが)、今まさに死
にゆく誰かの思念が流れ込んだ？であろう所です。末文三行で示唆していて、
綺麗な終わり方でした。

流れ込む 落合ちゃん 一般審査員I 11 11 10 10 11 53 予知夢ですか？？にしても飛び込みがあった駅も違うし、飛び込んだ人も違う
し。人身事故だったらここから何時間も電車に閉じ込められるだろうから、こ
の方が飛び込むこともないだろううし。。。ん？？って感じのお話でした。

流れ込む 落合ちゃん 一般審査員J 15 15 13 12 18 73 予知夢的な話として、興味深い話だった。虫の知らせのようなことして、面白
いいい話だった

合計 145 138 142 127 145 697
No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1310 猫の足音 緒方さそり 一般審査員A 15 14 14 14 14 71 もう少し説明した方がいいと思った。私は結構想像力があるほうなので、「つ
まらない」という評価を下すことはほとんどないのだが（このコンテストを
「新人賞」のようなものと理解しているからでもあるが）、厳しい評価をする
人からは「意味不明」と言われることもあると思う。ある程度筋が通っていな
いと、脈絡がない話だと誤解される恐れがある。もし、実はなんとなく考え付
いた本当に脈絡のない話なのだとしたら、それは大問題である。どんな話に
も、それが話である以上は、その中心に流れる一本通った筋が必要なのではな
いでしょうか。

1310 猫の足音 緒方さそり 一般審査員B 10 8 8 9 8 43 うちも猫を飼っているので猫以外が階段を降りる音は毎日聞こえますが流石に
霊の脚とかは見たことがないですね。足首から下だけで子供と判断できるのか
なと思ったのと、その日以来、猫が帰って来ないのはよくわからないですね。

1310 猫の足音 緒方さそり 一般審査員C 18 18 14 12 20 82 猫だと思わわせてからの、子供の足首という展開にインパクトを感じました。
飼い猫はその足首に何をされてしまったのか…。足首の正体が気になります。

1310 猫の足音 緒方さそり 一般審査員D 17 16 17 18 17 85 穏やかな時間が流れている中で突如恐ろしい描写が出てきてとても驚きました
…猫が帰ってこないのがたまたまなのか、何か起きたのか分かりませんがどう
しても良からぬ事が起きたような気がしてしまいます。情景描写がとても丁寧
で分かりやすかったと思いますが、ショートという限られた字数制限の中では
もう少し大雑把に書いても大丈夫だと感じました。

1310 猫の足音 緒方さそり 一般審査員E 16 16 16 15 17 80 この猫の日中の様子はわからないが、いつも足音で帰ってきたことがわかって
いるつもりだったのに、主婦が聞いていたのは本当に猫の足音だったんだろう
か？そもそも、猫は足音があまりしないように歩くし、じゃれていたり運動し
たりしているときは音もするだろうけれど。トタトタと歩く音は、まだ足がお
ぼつかない幼児が歩く時の音に似ている。もしかするとだいぶ前から猫は帰っ
てきていないのではないでしょうか。翌日、子どもの足はお散歩へ行ったのか
夕方に帰ってきたのか気になるところ。猫との因果関係もわからないけれど、
もっといい場所で過ごしていると思いたい。

1310 猫の足音 緒方さそり 一般審査員F 17 16 16 15 16 80 飼っている猫だと思って見たら、足首から切断された小さな子供の足だったな
んて、実際に見てしまったら相当怖いに違いない。気絶してしまうのも頷け
る。その足を目撃して以来、猫は帰って来ない、という。猫はどうなってし
まったんだろう？真相はわからないけれど、危害を加えられたり、或いは殺さ
れてしまったのか…。怖いのは怖いけれど、猫好きとしてはそれ以上に猫がど
うなったのかが気になってしまう。

1310 猫の足音 緒方さそり 一般審査員G 10 7 10 7 13 47 不気味なお話でした。飼い猫のために開けていたところから得体のしれない存
在が入ってくる、現実と異常の混在を上手に表現されています。子供の幽霊が
出たことと、猫が返ってこないことに何の因果があるのか、はたまたないの
か。考察がはかどるところではありますが、個人的には少し考える余地が多す
ぎて、どのようなお話なのかが曖昧に感じてしまいました。余白は残しつつ、
もう少しその得体のしれない存在のことを指すような箇所があったほうが、逆
により不気味になるかもしれません。

1310 猫の足音 緒方さそり 一般審査員H 13 12 13 10 13 61 なかなか、評価に迷う作品ですね〜。怖い、には違いないんですが。怖さ、飼
い猫がいつも通り2階から降りて来たかと思ったら、切断された小さな子供の
足。ギョッとしますよね。確かに。ただ、それ以上に「え？何で？」という唐
突な感じが否めません。前段階として、怪異に繋がっていく予兆があればな、
と感じました。鋭さ、説明的な描写が多くを占めているので、そうするとどう
しても鋭さは薄くなってしまうと思います。日常での猫の描写を少し削って、
切断された足首、の生々しさあるいは不気味さの表現があれば鋭さもましたか
もしれませんね。新しさ、いつもの日常が突如として変わる。慣れ親しんだ存
在では無く不可解な存在が現れる。王道ではあります。が、新しいかと言う
と、、、？猫の代わりに現れたのが小さな子供の足首という点では、怪異をそう
いう風に持って来るのか、とは感じました。ユーモアさ、ここは切断された小
さな子供の足首の登場の受け取り方次第ですが、面白さよりも面食らったとい
う部分が大きく、扱いが難しく感じました。寧ろ、足首が喋るだとか徹底して
気味の悪い存在にして、怖可笑しさに持っていっても良かったかもしれませ
ん。意外さ、結局猫は帰ってこず、足首との関わりがまるで分からない。何か
ら何まで謎で終わらせる結末です。

1310 猫の足音 緒方さそり 一般審査員I 11 11 10 11 10 53 えー？？どういうこと？？猫と子供の足となんの関係が？？え？？それでなぜ
猫は帰ってこなくなった？？本当にどういうこと？？子供い猫が殺された
の？？いやいやそれだったら子供の足があらわれるわけないし。。。この話はこ
うやってグルグルさせるのが目的？？

1310 猫の足音 緒方さそり 一般審査員J 17 17 17 16 15 82 猫はどこに行ったのか？足は、誰のものだったのか？よくわからない怖さが連
続してくるのが良かったと思う。

合計 144 135 135 127 143 684

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
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No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1278 空襲警報 青空あかな 一般審査員A 15 14 14 14 15 72 「戦争」という「怪談ととても相性がいい舞台」であるにも関わらず、それが
まったく活かされていない。たとえ実話であっても最低限の脚色は必要であ
る。これは、実話怪談とは何か、という哲学的な問いに通ずる重要な問題であ
る。少なくとも私は、実話怪談には脚色が必須であると考えている。実話をそ
のまま語って面白いことはあんまりないし、わざわざ公の場で語るのであれ
ば、仲間内での語りやXにおけるポストなどとは区別されるべきだ。コンテス
トの場であればなおさらである。決してあなた達の体験を否定したいわけでは
なく、わざわざこういう場で読む以上は面白いものが読みたい、というお願い
である。

1278 空襲警報 青空あかな 一般審査員B 7 8 8 7 8 38 防空壕に誘い込むために警報を聞かされたのなら、すでに取り憑かれてるので
はないですかね。三つ目の正体が霊か妖怪かはわかりませんが、詳細がわから
なすぎて怖くありませんでした。

1278 空襲警報 青空あかな 一般審査員C 18 16 16 12 12 74 防空壕に誘いこんだ3つ目の怪物の正体がとても気になる。偽の空襲警報を
使って誘い込む知能の高さが、また一層不気味に感じる。一体、3つ目の怪物
は何だったのか、どうして祖母が誘い出されたのか…。

1278 空襲警報 青空あかな 一般審査員D 16 12 16 18 15 77 怪異はその時、その人に合わせて現れるという説を裏付けるような話でした。
三つの目というのの正体が何か分からないのもとても不気味です。どのような
形であれ「恐怖」という人の本能的なものを利用して誘い出された時、人は無
抵抗に流されるしかないのかと思うととても怖かったです。

1278 空襲警報 青空あかな 一般審査員E 18 16 15 15 17 81 死ぬときには教えてもいいようなものなので、防空壕の奥にいたものの正体は
教えてもらったということですね。防空壕に入ったことはないが敵に見つから
ないように作られた穴の奥に、人のいることが通りがかりの人に見えるのだろ
うか？人の生死を日々見聞きしていた混沌とした時代で、あらゆるものの境界
線が緩んでいたとしたら祖母が防空壕だと思って入った場所は何だったのだろ
うか。防空後は人のためにだけあるのではないのかもしれない。人間が起こし
た戦争なんかで死んでたまるか、そう思っている存在が生存するために作った
防空壕なのかもしれない。取り返しのつかないことを平気で犯す人間が怖いと
感じた。

1278 空襲警報 青空あかな 一般審査員F 16 15 15 14 15 75 戦争の経験がない世代の自分だけれど、空襲警報が鳴る度に防空壕に避難しな
ければならなかった人達の気持ちを思うと胸がギュッとなる。防空壕だから、
ちょっと深めの横穴を想像するけれど、奥にいたものの正体は熊のような生き
物だったのかな？三つの目、というから、この世のものではなかったのでしょ
うか？死を覚悟したお祖母ちゃんだったけれど、生きて出て来られて良かっ
た。お祖母ちゃんにしか警報が聞こえなかった、というなら、やはり何か悪い
ものに呼ばれたのかもしれないですね。

1278 空襲警報 青空あかな 一般審査員G 16 16 14 16 13 75 短いながらでもしっかりと印象の残るお話でした。暗闇の何かと目が合ってし
まった緊張感、自分にしか聞こえないサイレン、一瞬異世界に迷い込んでし
まったかのような不安感が好きです。完結に、しかしインパクトがあってその
場のシーンがはっきりとイメージできるのもよかったです。教えてくれなかっ
たということは、祖母には正体が解っていたのか、それとも村の人が教えてく
れたのか、気になりますね。防空壕というある種の非日常空間での体験という
のがまたいいですね。

1278 空襲警報 青空あかな 一般審査員H 12 11 12 10 12 57 体験談、と仮定して読めば「不思議な話だな」と思わなくもありませんが、殊
怖さという点ではほとんど感じられませんでした。三つの目がどのように不気
味で恐ろしいのかをもっと描いて欲しいです。鋭さ、ここも弱いかな。簡潔な
文章ではあるんですが、あわや主人公が生命を取られる所だった、という要の
部分もアッサリとしているので。新しさ、防空壕に入るとそこに何故か三つの
目が現れ、すんでの所で助かる。その展開は確かに新しいと思います。ただ、
末文の「防空壕の奥にいたのは何だったのか、死ぬまで絶対に教えてくれな
かった。」ここが上手く作用してません。怪異の正体が謎のまま終わるという
結びは良くありますし、特にこの場合教えてくれなかった人物も明かしていま
せん。そこの「誰が」明かさなかったの情報はあった方が良いと思います。謎
も多すぎると消化不良です。ユーモア、申し訳ありませんが全くと言って良い
ほど感じませんでした。主人公の人となり等伺える描写があれば、また違った
のですが。意外性、主人公にだけ聴こえた空襲警報、逃げ込んだ防空壕での謎
の目達、辛くも助かった主人公。でも、目の正体は頑なに明かされなかったと
いう結末。防空壕で正体不明の目に出くわす、そもそも警報が聴こえていたの
は主人公のみだった。と言う点での意外性は多少感じられますが。全体を通し
て、時代設定を戦前に持ってきているけれども、敢えてそこに持ってきた必然
性があまり感じられませんでした。

1278 空襲警報 青空あかな 一般審査員I 11 11 10 11 12 55 祖母にしか聞こえなっかった警報。なぜ祖母だけだったのか？洞窟の奥にいた
ものはなんだったのか？そいつは、祖母を殺そうと思って祖母にだけ警報をき
かせたのか？だったとしたらなぜすぐに殺さなかったのか？疑問しか残らない
不思議なお話。洞窟にいたのはなんなのか本当に気になる。

1278 空襲警報 青空あかな 一般審査員J 18 15 18 13 15 79 戦時中の話で、そういう怪談もあるんだという新鮮な話だった。穴の中に何が
いたのかが非常に気になるし、とても怖かった

合計 147 134 138 130 134 683
No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1348 『気持ち悪い』って
感覚がとても大事っ
て話

あおやまままさし 一般審査員A 15 14 14 15 14 72 なんか、とりとめのない怪談ですね。特に感想が思いつかない。ただ、最初の
語りはじめはすごくよくて、「お！　これから何が始まるんだろう？」って期
待した。結果としては結構とりとめない話で、印象には残らなかった。多分来
月になったら忘れてると思う。多少強引でもインパクトのある語りを工夫する
といいかもしれない。実験でもいいから、人の注目を引き、頭から離れないよ
うな怪談を語ってみて。忘れられちゃったら元も子もないよ。あと、私の昔住
んでいた家の近くにも三角公園がありました。なんで公園って三角のやつが多
いんでしょうねぇ。

1348 『気持ち悪い』って
感覚がとても大事っ
て話

あおやまままさし 一般審査員B 8 6 8 6 8 36 この話はマジでわからないです。怖いポイントがみつけられないです。自分が
死んでいるのか、子供が死んでいるのか、それとも両方なのか、わからないし
目が合った次の日から子供が来ない理由もわかりません。

1348 『気持ち悪い』って
感覚がとても大事っ
て話

あおやまままさし 一般審査員C 12 12 12 10 14 60 作品の本質？怖さのポイントがしっかりと理解できませんでしたが、公園のベ
ンチで座る成人男性はなぜ不気味で寂しく見えるものですよね。

1348 『気持ち悪い』って
感覚がとても大事っ
て話

あおやまままさし 一般審査員D 10 12 15 14 15 66 そういう目がどういう意味なのか理解できませんでした。恐らくこういうこと
かな？と予想して点数をつけさせていただきましたが、そうなるとこれは怪談
なのか？と新たな疑問が沸いてしまい、作者の方が伝えようとしたことを汲み
取れず歯がゆい気持ちになりました。私が予想したとおりであれば、かなり気
持ちが悪い話だと思います…

1348 『気持ち悪い』って
感覚がとても大事っ
て話

あおやまままさし 一般審査員E 18 16 17 17 16 84 最後の「僕もそういう目で見てたから。」この『そういう目』って私の思って
いる『そういう目』といっしょなんだろうか？もっとわたしの想像をはるかに
超えたことなのかもしれないなんて思ってしまった。一般的？に4歳児の男の
子に興味があるというと方向性は決まってくるけれど、『僕』と同じだからと
いって安心していちゃダメなことだ。気づかないだけでどこにでも捕食者は存
在しているし、気づかないというところが怖いところだと思う。『僕』の存在
は公園に来る人が少なくなるほど気持ち悪さを出していたみたいだから、よっ
ぽど気持ち悪い人なんだろうと想像したらすごく気持ち悪くなった。

1348 『気持ち悪い』って
感覚がとても大事っ
て話

あおやまままさし 一般審査員F 15 14 14 15 15 73 公園前の道路を挟んだ家の4歳ぐらいの男の子、結構よく公園に来て砂場で遊
んでいたのに、主さんと目が合った次の日から来なくなったのは、主さんが霊
で、生きている人間ではなかったから？そして、主さんは主さんで、その男の
子の事を霊として見ていた、という事でしょうか？主さんは会社をクビになっ
た時点でもう亡くなっていて、亡くなった後、霊としてずっと三角公園に行っ
ていたのですかね？それとも、私の解釈は間違っていて、主さんは普通に生き
ていて、ただただ公園に行っていた？生きていても、朝から晩までずっと一日
中大人の男性が公園にいたら気持ち悪い人と思われて公園に人が寄り付かなく
なるのは頷けますが。

1348 『気持ち悪い』って
感覚がとても大事っ
て話

あおやまままさし 一般審査員G 10 15 13 15 10 63 うわあ…という、筆舌しがたい、まさにタイトルの通りのお話ですね。日に日
に少なくなる人、来てくれるという表現、最後の一行、全部が鳥肌ものです。
自身にも子供がいるが故に余計に気持ち悪い！と思いました。この強烈な不快
感を最後の一行で出せるのは本当にテクニカルですね。そもそも会社をクビに
なったのは、そういうことをしでかしたからなんじゃないか？と思わせるのも
また気持ち悪い…。シンプルなタイトルですが、それがまさにという感じでタ
イトルと合わせて良いお話でした。日々過ごす中でも違和感は大切にしなきゃ
いけない、という気持ちにもさせてくれました。

1348 『気持ち悪い』って
感覚がとても大事っ
て話

あおやまままさし 一般審査員H 12 11 12 10 12 57 気持ち悪いという以前に不快ですね。暗にペドフィリアの事を指してるんで
しょうが、そもそも怪奇ではありません。怖さ、怪異を描くという趣旨からは
大きく外れています。危うく取り返しのつかない事態に陥っていたかも知れな
い、という事態は冷や汗ものですし、人怖と言えなくも無いですが。ただただ
不快です。鋭さ、この点も物語全体に緊迫感が感じられません。最終的にえげ
つなさを示唆しているのに、そこに至るまでに読み手にそれを勘づかせる要素
に欠けるため、展開が唐突です。新しさ、ある意味禁忌と言える領域で勝負す
るのは凄いと思いますし。勇気も要ります。また、実際には主人公と男の子は
何か交流があったわけでも、事件が起こったわけでもありません。あくまで、
主人公の胸の内です。ただ、主人公の指向は一旦置いておくとしても、平穏な
日常風景と見せて実は、、、という手法に目新しさは感じませんでした。ユーモ
アさ、これは無いでしょう。全く。どのような意味においても笑えません。意
外さ、私は受け付けませんが、ラストの主人公の内面の種明かしですかね。あ
のタイトルの意味はそういう事ね！という点です。

1348 『気持ち悪い』って
感覚がとても大事っ
て話

あおやまままさし 一般審査員I 15 10 11 10 10 56 子供のほうが毎日公園でなにもせずにずっと座っている男性を気持ち悪いと思
うのは理解できるのですが、男性側が子供を気持ち悪いと思うのはなぜでしょ
う？みんな来なくなったのに、その子だけ毎日やってくるのが気持ち悪いので
しょうか？でも子供が毎日一人というのは保育園や幼稚園に行ってないという
こと。もしや彼と同じ？？いや子供って幼稚園くらいじゃ孤立とかで行かない
とかないだろうし。。。謎だ。

1348 『気持ち悪い』って
感覚がとても大事っ
て話

あおやまままさし 一般審査員J 15 15 18 15 15 78 後味が悪すぎる話だった。無敵の人に近い状況の話であり、どういうことにな
るのかも読者に想像させるところが非常に怖かった。

合計 130 125 134 127 129 645
No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1352 マネキン 木綿めも 一般審査員A 14 15 15 16 14 74 体調が悪い時に見る変な夢みたいな怪談ですね。変な夢感だけは伝わったのだ
が、所詮夢は夢でしかない。全体がぼんやりした雰囲気に包まれているので、
ユーモア以外の項目は高くなりようがない、ぼんやりした話の中にも、はっき
りとしたものは必要である。そうでなければ、審査員としてもなにを評価して
いいのかわからなくなってしまう。想像が膨らむ？　そういう面はあるかもし
れない。ただ、その割合には注意する必要がある。怪談のコンテストなのだか
ら、一番に考えるべきは「こ！　わ！　さ！」だろうがあああ！！！！　悪夢
を見せてくれ。

1352 マネキン 木綿めも 一般審査員B 9 6 8 5 8 36 コレもむずい話ですね。マネキンの首は殺された人なのか、店主は人間じゃな
いのか、睡魔に襲われた後首を切られてしまったのか、そして時々行くのにな
ぜその日に殺されたのか意味がわからないです。

1352 マネキン 木綿めも 一般審査員C 14 12 12 12 14 64 何が時々来るのか…その辺りをもう少し分かりやすく表現してくれるともっと
怖さや奥深さが増す作品だと思いました。

1352 マネキン 木綿めも 一般審査員D 10 15 17 17 12 71 好みが分かれるお話だと感じました。店主の明らかに含みがある言葉から、何
かが来るのだろうと想像できましたが教えるだけで意味があるのか、客は生贄
なのか…目の前に鏡があるので、マネキンが見えるのであればそれの姿も見え
るはずなのに気配だけの描写になっていることに違和感を感じてしまい、怖さ
を感じるところまでいきませんでした。

1352 マネキン 木綿めも 一般審査員E 16 16 16 16 16 80 ときどき行く理髪店なのに、担当してもらった理容師さんとは初対面のような
感じがして異世界の理髪店なのかとも思える。ここは獣の世界で人間はマネキ
ン扱いされているとか。理容師はカッコよく何を切るのか、すでに首は切られ
ているようだし、やはり髪の毛のカットをしてくれるということなんだろう
か。カットをした後は棚の上に置かれるみたいだし、とりあえず死んでしまう
事は無いようなので安心して任せていいのかも。少し世界観がぐらついてつか
みにくい、内容が浅いのか深いのかそれさえもぐらついていて。まずは先輩マ
ネキンにいろいろ教えてもらってください。

1352 マネキン 木綿めも 一般審査員F 17 16 17 16 17 83 マネキン、というタイトルからして既にもう怖いというか、気持ち悪さを感じ
てしまうのですが。主さんが冗談で「緊張しますね」と言った科白に店主が返
した「でも、時々来ますから。教えてもらわないと」と言ったのは、恐らく、
何か獣のような魔物(？)が店主に取り憑くのをマネキン達に教えてもらわない
と、という意味に受け取りましたが、合ってますかね？時々やって来る獣臭の
主は一体何でしょうね。不気味な怖さを感じます。でも、店主が取り憑かれる
のはカットをしている少しの間なんでしょうか。マネキンが目を逸らすように
バラバラの方向に動くのはやっぱり気持ち悪い。もしかして、主さんは新たに
マネキン達の仲間入りをしてしまったのでしょうか？だったとしたら、尚更怖
いですが。

1352 マネキン 木綿めも 一般審査員G 3 5 10 5 5 28 なかなか難解なお話でした⋯。正直に申し上げてしまいますと、個人的には怖
さよりも不明さが勝ってしまってどうしてもお話に入り込めなかったです。何
を切ったのか？何が切ったのか？怪異は主人公なのか、店主なのか、マネキン
なのか。舞台装置になっているそれぞれの、どこに一番怖いところを持ってい
きたいのかというのがはっきりしていると、理解度も増すように思います。明
確すぎても怖さは薄れてしまいますから、バランスがとても難しいところでは
ありますが、かといって曖昧すぎても読者の理解力に偏りがでてしまうのは少
しもったいないかなと思いました。

1352 マネキン 木綿めも 一般審査員H 10 10 11 11 12 54 これは一体何を言いたい物語なんだろう？とかなり困惑しました。怖さ、店主
の正体が恐らく物の怪だろうと言うのは分かりますが、マネキンとの関係性が
今一つピンと来ません。「時々来るものを教えてもらう」と言ってますが、そ
れを示すものが無さすぎるので推察する事が困難でした。鋭さ、店主とのやり
取りはテンポ良く、マネキンの存在も終始不気味ですが、場面展開の切り替わ
りが唐突な為に却って鋭さが無くなっていると感じました。新しさ、床屋、マ
ネキン、物の怪、これを組み合わせた設定は見た事が無いでし、その点での新
しさはあると思いますが、、(おそらく)意思を持ったマネキン、普通の人間だと
思っていた人が実は...という点では新しくはないかな、と。ユーモアさ、店主
の変容ぶりの描き方の気持ち悪さ、さて、主人公は果たして無事に帰れるの
か？と思わせる点では緊張感から来るユーモアさ、はあると思います。ただ、
それよりも、...で、これは結局何？という感情が上回ってしまいました。意外
性、マネキンが怪異を引き起こすのでは無く、何某かの監視役(？)として存在
し、店主はその「時々来る何か」が現れた時に正体を現す。そして、主人公が
店にいる時にそれが起こった、ということは？主人公自体もまた...と、謎だら
けの終幕でした。

1352 マネキン 木綿めも 一般審査員I 12 13 11 10 11 57 最後のセリフはかっこよく似合う髪型にしてくれうということなのか、それと
も客がウィッグになっていってるのか？まぁ後者ではないとは思いますが、
ウィッグが動いていたらそうなのではと思ってしまいますよね。誰もいない美
容室で並んでいるウィッグは不気味なので、それが客の頭だったらと想像して
しまいました。

1352 マネキン 木綿めも 一般審査員J 15 15 15 12 15 72 不思議な話しすぎて、よくわからないが、美容室におけるマネキンの怖い話だ
と雰囲気は、よくわかった

合計 120 123 132 120 124 619


